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＜連絡事項＞
・本日東病棟Ｂユニットの加湿器清掃している。後日、Ａユニットと合併症室の加湿器掃除予定。
＜患者様連絡事項＞
・高橋　長一様～逆さ睫毛対策のコンタクトレンズを使用しているが、家族から外して自宅で保管すると連絡あり。病院受診については不要との事。外した後の処置については紙伴を使用して下瞼を止めて欲しいと話される。御家族は明日来院しコンタクトケースを持参するとの事。
・山本　真智子様～10/31　10：30家族面談実施予定。
・矢崎　清三様～昨日の診察でＰＬ処方の記載はあるが、処方がされていない為、田名部Ｄｒへ報告し2日分処方。
・名久井　光雄様～排便-6日、ケンエーＧ浣腸60ｍｌ　1本処方となり実施。

・山本　真智子様～不穏時レボトミン（25）1Ｔの残無い為、5回分処方。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。本日より開放時間が午前・午後2時間となる。開放観察中は喫煙以外自室から出る様子は無く、飲水要求も聞かれない。入室にも拒否無く応じている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。大声でのスタッフコールや命令口調が常に聞かれ、不満を叫び続けている。落ち着かない様子で室内を動き回っており、眼光の鋭さ継続している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放前のドア蹴りは見られるが頻回となることは無い。開放中は他者への付き纏いはあるがトラブル無し。食事の際に部屋から出ようとする事がありスタッフ数名で対応している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～時間隔離中。昨日幻聴に左右され粗暴行為見られるが、今日は幻聴の訴えや粗暴性は無く対応穏やか。衣類に関し色を指定する発言は聞かれている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・板橋　愼悦様～体幹のみ身体拘束中。傾眠傾向見られ、拘束部位の循環障害無し。点滴のトラブルもなく経過。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～四肢のみ身体拘束中。ＭＧチューブ交換するが、拒否無く応じている。拘束部位の循環障害は無く、経管栄養もトラブル無く施行。体動時に眩暈の訴えが聞かれている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想発言聞かれているが不穏さは無い。ベッド上にて不穏さ無く、移動時にも車椅子使用して独歩を要求する様子は無い事から、8：00～17：00の身体拘束時間開放となる。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。ミトンも使用するがＭＧチューブの自己抜去頻回にあり、肩拘束も実施している。抵抗強くスタッフ数名で対応しＭＧチューブ再挿入し経管栄養実施。以後、経管栄養のトラブル無し。昼から傾眠傾向見られている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・中居　松男様～朝食全量摂取するが昼食は拒否。ホールに出る事も拒否し、食事を投げつける事あり。内服も拒否見られるがスタッフ数名で対応し服薬。眼光の鋭さと多弁さ見られている。点滴はトラブル無く実施しているが、クレンメを弄る様子見られる。
・山本　真智子様～夜間は幻聴の訴えが聞かれているが、日中には幻聴の訴え無く過ごす。行動は落ち着き無く歩き回る様子見られる。午後より突然部屋のドアを蹴り、ホールにて泣き崩れる事あり。幻聴を訴えるが詳細については本人も分からないとの事。14：30レボトミン（25）1Ｔ服用している。
・夏坂　浩美様～深夜帯は37.0℃で経過するが、日中はバイタルサイン異常無し。倦怠感以外の自覚症状もない。
・矢崎　清三様～体温37.3℃ありクーリング対応。他感冒症状は無い。食事は自力で1/2～2/3摂取。
・嶋守　直人様～悲観的発言多く、金銭の事や「何もできなくなった」と訴える。行動化は無い。食事・服薬は拒否無し。
・松田　善治様～食事は時間要しており2時間以上かけて摂取。摂取中に痰絡みがある様子で、食器に排痰しながら摂取。服薬の拒否は無く、介入にも強い抵抗は無い。
・久喜　つき様～食事は全量摂取している。スタッフの介入に対して拒否し手で払う様子は見られるが、強い興奮はない。
＜深澤Dr患者様診察情報＞
・下村　慶子様～点滴同内容にて14日分処方あり。本日よりブロチゾラム（0.25）2錠追加処方あり。1/31より昼に経管栄養50ｍｌ～100ｍｌを開始。
・飯田　修子様～喫煙再開について許可あり。
・金澤　貫藏様～2/6　市民病院よりの内服薬については当院にて切り替え予定。　
・高屋敷　はち様～1/31～ジャヌビア50　追加処方あり。
・板橋　慎悦様～持参薬のへモレックス～2/4で切れるが使い切り中止指示。
　　　　　　　　点滴同内容にて14日分処方あり。2/5　採血指示あり。結果問題なければ経管栄養開始予定。家族面会中だったため同意を得る。

・大久保　すい様～8:00―19:00拘束解除指示し車椅子許可あり。2/5　頭部CT指示あり。

・夏坂　浩美様～肺が痛いとの訴えあり。2/4胸部レントゲン指示あり。
・木村　格治様～1/30～フル二トラゼパム（1）1錠追加指示あり。
＜新入院患者様情報＞
氏　　名：山下　幸子様

生年月日：昭和53年5月24日　　40歳

病　　名：知的障害

性　　別：女性

主治　医：深澤Dr

入院形態：任意入院

病　　棟：東病棟Ｄユニット

(経過）

　Ｈ31.1.30　やまばと寮のスタッフから当院外来に連絡あり。前回受診以降も情動が不安定ない状態が持続していたが、先日から希死念慮や抑うつ気分、苛々感、不安感、自傷行為、衝動行為などの精神症状が悪化し、施設での対応が困難であるとのこと。その為スタッフと父に付き添われ同日受診となった。受診時には、比較的冷静に会話している。昨日のトラブル（他の入所者との口論）後から上記の精神症状が悪化したことを述べる。人間関係の悪化から不安感や焦燥感、被害念慮等の悪化あり。休養や薬物調整、環境調整を目的として、Ｈ31.1.30　10：32東病棟Ｄユニットへ任意入院となる。

（備考）
・インフルエンザワクチン接種済み
・業者洗濯。西病棟へ移動後は本人洗濯
・他科受診予定あり（十和田第一病院泌尿器科、五戸総合病院耳鼻咽喉科）。スタッフが代理受診し処方のみ持参。2/5十和田第一病院泌尿器科受診予定、入院証明書渡し済み。
